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第77回国民体育大会 デモンストレーションスポーツ実施競技選択
及び会場地第２次選定

インディアカ 栃木県インディアカ協会 さくら市 さくら市氏家体育館

クリケット （特非）日本クリケット協会 佐野市国際クリケット場

フォークダンス 栃木県フォークダンス協会 小山市

佐野市

栃木県立県南体育館

開催予定施設

スポーツ吹矢 栃木県スポーツ吹矢協会

高根沢町町民広場

実施競技

スポーツ吹矢

クリケット

競技内容

実施競技 主管団体名 市町村名

目標球(ビュット)に金属製のボールを投げ合って、相手のボールより近づけ
ることで得点を競う。子供から高齢者まで対等に競技を行なうことができる
ため世代間交流が図れる。また、ルールが簡単なので、誰でも直ぐに競技を
始めることができ、気軽にプレーすることができる。

羽根の付いた特殊なボールをラケットなどを用いずに直接手で打ち合う、バ
レーボールタイプのスポーツ。ボールに付いている羽根は、小さいボールの
滞空時間を長引かせることと、ボールをねらった方向にまっすぐにとばすこ
とができる両面の作用がある。

試合は12人対12人で行われ、内野・外野に分かれて、試合を行う。相手の
ノーバウンドの投球を取れなかったり、当たった場合にアウトになる。

フォークダンスはその昔、狩りの収穫を祝って踊ることから始まったといわ
れている、民俗舞踊のこと。シンプルなステップで一体感を感じられ、また
手と手を取りあうことで友情が生まれる。言葉や文化、年齢の違いを超え
て、みんなでひとつになれることが、何よりも大きな魅力である。

フォークダンス

ペタンク

インディアカ

ドッジボール

５～10ｍ離れた円形の的をめがけて息を使って矢を放ち、その得点を競うス
ポーツ。性別・年齢問わず誰でも手軽にでき、ゲーム感覚で楽しみながら健
康になれるスポーツとして注目されている。

試合は１チーム11人の２チーム間で行われ、それぞれが交互に守備と攻撃
（打撃）を１回ずつ行う。投手は、打者に向かってボールを投げ、打者はそ
れを打ち返す。打者は打球が返球されるまでに決められた距離の間を走っ
て、得点を重ねる。原理がシンプルなだけに、戦略性が高いスポーツ。ま
た、フェアプレイの精神が重んじられることから、「紳士のスポーツ」とも
いわれる。

ペタンク 栃木県ペタンク・ブール連盟 高根沢町

ドッジボール 栃木県ドッジボール協会 アリーナたぬま

足利市 足利市民体育館

第９回常任委員会決定 第５号議案


